
佐
野
市
船
越
北
地
区
で
は
、
地
元
住
民
と
企
業

が
協
働
し
、
耕
作
放
棄
地
を
農
地
へ
再
生
す
る

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。活
動
の
き
っ
か
け

は
、
平
成
23
年
度
に
長
年
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
き

た
農
地
を
「
と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団
」
の
み
な
さ

ん
と
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
行
っ
た
こ
と
で

す
。平
成
24
年
度
は
、
船
越
北
町
会
、
㈱
シ
オ
ダ

食
品
、
三
陽
建
設
㈱
と
協
働
で
、
用
水
路
の
整
備

等
を
行
う
と
と
も
に
、
再
生
し
た
農
地
に
は
ソ

バ
や
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
も
し
て
い
ま
す
。将
来

は
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
を
増
や
し
た
り
、
地
域
の

休
耕
地
を
レ
ン
ゲ
畑
に
し
た
り
す
る
構
想
が
あ

り
、夢
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

企業と集落による協働活動

地域資源を活用した特産品開発

﹃
企
業
と
集
落
の
協
働
に
よ
る

 

耕
作
放
棄
地
の
再
生
﹄

︵
シ
オ
ダ
食
品
＋
佐
野
市
船
越
北
地
区
︶

中
塩
原
地
区
は
、大
根
や
カ
ブ
の
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
で
す
が
、
年
々
、
シ
カ
や
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

よ
り
遊
休
農
地
も
目
立
ち
始
め
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、そ
れ
ら
の
対
策
及
び
高
原
野
菜
の
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
、
獣
害
に
強
い
香
草
の
作
付
け
を
す
る
と

と
も
に
、
ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
会
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
部

会
（
女
性
13
名
）
で
は
、
地
元
で
と
れ
た
塩
原
大
根

や
ほ
う
れ
ん
草
等
を
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら

う
た
め
に
、
特
産
品
で
あ
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
柚

子
を
中
心
に
、
タ
マ
ネ
ギ
や
生
姜
、
ニ
ン
ニ
ク
等
を

使
っ
て
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
開
発
し
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
内
の
3
カ

所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

﹃
地
域
特
産
品
を
使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
開
発
﹄

︵
那
須
塩
原
市
中
塩
原
地
区
︶

人を呼び込む。

﹃
若
者
と
地
域
住
民
に
よ
る

 

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
﹄

︵
大
田
原
市
須
賀
川
地
区
＋
宇
都
宮
大
学
︶

農山村地域への来訪意欲の喚起やボランティア活動に関する潜在的な需要の掘り起こしに向けた取組を進めるため、農山村地域
の魅力やボランティア活動を体験できるツアー等を行います。

須
賀
川
地
区
で
は
地
域
に
都
市
住

民
が
来
訪
し
て
ら
う
た
め
に
、地
域

資
源
を
利
用
し
た
特
産
品
や
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。今
回
、
宇
都
宮
大
学
の
学
生
が

地
域
住
民
と
交
流
を
図
り
な
が

ら
、須
賀
川
の
地
域
資
源
を
都
市
住

民
に
PR
し
て
誘
客
す
る
方
策
の
検

討
を
行
い
、地
域
活
性
化
案
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。

﹃
中
山
間
地
域
の
魅
力
を
満
喫
！
﹄

︵
大
田
原
市
、那
珂
川
町
、那
須
烏
山
市
、茂
木
町
︶

農
山
村
地
域
の
魅
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
で
き
る
「
栃
木
を
感
じ
る
農
村
体
感
ツ
ア
ー 

1
泊
2
日
旅
。」
を
八

溝
地
域
で
実
施
し
ま
し
た
。首
都
圏
な
ど
か
ら
約
20
人
が
参
加
し
、爽
や
か
な
秋
空
の
下
、茶
摘
み
の
お
手
伝
い
や
果
物
の

収
穫
体
験
、地
元
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
、中
山
間
地
域
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

企業等中山間集落支援モデル事業（H24-H25）

中山間特産品等チャレンジ事業（H25）

若者提案型協働プロジェクト事業（H26）

中山間地域の多くの集落では高齢化や過疎化の進行等により、農業や地域活動が困難な状況となっています。その中で、

「地域を活性化し、元気にしたい」と頑張っている集落もあります。こうした集落に実際に訪れてもらい、1 人でも多く
の方に中山間地域のファンになって頂けることを期待しています。

中山間地域魅力体験ツアー事業（H26）

集落の課題を解決するための「地域活性化案」を若者の皆さんの視点で提案してもらいます。
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人を呼び込む。 地域住民が主役。


